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「親子ふれあいミーティング」開催

　
岩
瀬
中
央
公
民
館
で
「
親
子
ふ
れ

あ
い
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
親
と
子
が
意
見
交
換
す

る
こ
と
で
、
相
互
理
解
を
深
め
、
家

庭
や
地
域
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え

る
も
の
で
、
当
日
は
、
岩
瀬
地
区
の

小
学
５
・
６
年
生
、
中
学
１
年
生
の

生
徒
と
保
護
者
、
52
組
１
０
４
人
の

親
子
が
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え

方
の
違
い
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
の
分
散
会

で
は
「
今
　
な
ぜ
勉
強
す
る
の
で
す

か
？
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
を
出
し
合
い
、
午

後
の
全
体
会
で
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
会
長
さ
ん
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

と
な
っ
て
、
親
と
子
に
分
か
れ
て
話
し
合
い

ま
し
た
。

長方南子供会が

優良子ども会表彰

　
日
立
市
で
行
わ
れ
た
「
平
成
20
年

度
優
良
子
ど
も
会
表
彰
式
」
で
、
長

方
南
子
供
会
が
優
良
子
ど
も
会
と
し

て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
長
方
南
子
供
会
は
、
廃
品
回
収
な

ど
の
活
動
を
通
じ
て
上
級
生
下
級
生

は
も
と
よ
り
地
区
の
方
々
と
交
流
を

深
め
る
な
ど
地
域
ぐ
る
み
の
活
動

と
、
登
下
校
時
の
挨
拶
運
動
や
地
区

の
ゴ
ミ
拾
い
な
ど
地
域
の
方
々
と
の

ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
て
い
る
と
こ

ろ
が
認
め
ら
れ
て
の
受
賞
で
し
た
。

　
表
彰
団
体
は
優
良
子
ど
も
会
が
25

団
体
、
優
良
子
ど
も
会
育
成
会
が
14

団
体
、
優
良
子
ど
も
会
指
導
・
育
成

者
が
24
人
で
し
た
。

「
平
成
20
年
度
優
良
子
ど
も
会
表
彰
式
」
で
、

優
良
子
ど
も
会
の
表
彰
を
受
け
た
、
長
方
南

子
供
会
の
廣ひ

ろ

澤さ
わ

篤あ
つ
し
く
ん
。

県芸術祭　俳句大会で

萩
はぎ

原
わら

きしのさんが知事賞

　
水
戸
市
民
会
館
で
行
わ
れ
た
「
第

31
回
　
茨
城
県
俳
句
作
家
協
会
　
俳

句
大
会
　
席
題
の
部
」
で
、
萩
原
き

し
の
さ
ん
（
亀
岡
地
区
）
が
、
最
高
賞

と
な
る
県
知
事
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
席
題
の
部
は
、
そ
の
日
に
大
会
の

会
場
で
題
目
が
発
表
さ
れ
て
か
ら
句

を
詠
む
、と
て
も
難
し
い
も
の
で
す
。

　
大
会
当
日
は
「
下
」
の
題
に
対
し
て
、

同
氏
は
「
口
下
手
の
ま
ま
五
十
年
稲

を
刈
る
」
と
詠
み
、
県
内
１
６
３
人

の
参
加
者
の
中
か
ら
、
見
事
に
知
事

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
昨
年
度
の
２
位
に
あ
た
る
県
議
会

議
長
賞
に
続
い
て
の
活
躍
と
な
り
ま

し
た
。

「
第
31
回
　
茨
城
県
俳
句
作
家
協
会
　
俳
句

大
会
　
席
題
の
部
」
で
、
１
６
３
人
の
参
加

者
の
中
か
ら
知
事
賞
を
受
賞
し
た
萩
原
き
し

の
さ
ん
。

真壁バレーボールスポーツ少年団（女子）

　全国大会で好成績

東京電力（株）下館支社から

防犯灯10基が寄贈

　
東
京
電
力
（
株
）
下
館
支
社
か
ら
、

子
ど
も
た
ち
の
安
全
確
保
と
夜
間
通

行
に
お
け
る
安
全
対
策
に
活
用
し
て

欲
し
い
と
、
防
犯
灯
の
寄
贈
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
同
支
社
が
地
域

貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
例
年
行
わ

れ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
で
49
年
目

を
迎
え
ま
す
。

　
今
回
寄
贈
さ
れ
た
防
犯
灯
は
、
市

内
の
必
要
箇
所
に
振
り
分
け
ら
れ
て

設
置
さ
れ
、
市
が
取
り
組
む
、
安
全
・

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
さ
れ
ま

す
。

東
京
電
力
（
株
）
下
館
支
社 

木
村
支
社
長
（
写

真
左
）
か
ら
、
中
田
市
長
（
写
真
右
）
に
防

犯
灯
10
基
の
目
録
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

多田信一さんが

県スポーツ功労賞を受賞

　
水
戸
市
で
開
催
さ
れ
た
「
茨
城
県
体

育
協
会
新
春
の
集
い
」
で
、
多
田
信

一
さ
ん
（
真
壁
町
桜
井
地
区
）
が
、
県

体
育
協
会
長
か
ら
「
ス
ポ
ー
ツ
指
導

者
特
別
功
労
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
同
氏
は
、
昭
和
31
年
か
ら
青
少
年

の
体
育
指
導
に
携
わ
り
、
現
在
も
市

体
育
協
会
の
常
任
理
事
と
し
て
、
市

内
の
ス
ポ
ー
ツ
発
展
に
ご
尽
力
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
県
ラ
イ
フ

ル
射
撃
協
会
で
は
永
年
会
長
を
務
め
、

私
営
射
撃
場
を
県
内
選
手
に
開
放
し

選
手
育
成
に
協
力
。
県
ラ
イ
フ
ル
射

撃
場
建
設
に
際
し
、
建
設
用
地
を
寄

進
す
る
な
ど
ラ
イ
フ
ル
射
撃
競
技
の

発
展
に
も
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

受
賞
の
報
告
に
真
壁
庁
舎
の
石
川
教
育
長

（
写
真
右
）
を
訪
ね
た
多
田
信
一
さ
ん
（
写
真

左
）。

地域女性の会が

救急救命講習会を実施
桜
川
消
防
署
大
和
分
署
員
か
ら
救
急
救
命
法

の
指
導
を
受
け
る
桜
川
市
地
域
女
性
の
会
の

み
な
さ
ん
。

　
大
和
中
央
公
民
館
で
、
桜
川
市
地

域
女
性
の
会
（
皆み

な

川か
わ

ち
い
会
長
）
が

救
急
救
命
講
習
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
32
人
の
会
員
が
、
桜
川
消
防
署
大

和
分
署
員
か
ら
、心
肺
蘇
生
法
、Ａ
Ｅ
Ｄ

使
用
法
な
ど
の
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　
会
員
の
皆
さ
ん
は
、
額
に
汗
を
浮

か
べ
な
が
ら
、
真
剣
に
署
員
の
指
導

に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　「
大
切
な
家
族
や
地
域
の
友
人
・
知

人
を
守
る
た
め
、
救
急
車
が
到
着
す

る
ま
で
に
出
来
る
こ
と
は
な
い
か
？
」

と
い
う
思
い
か
ら
実
施
さ
れ
た
講
習

会
。
会
長
の
皆
川
さ
ん
は
「
家
族
や

地
域
の
役
に
立
て
る
よ
う
実
践
し
て

い
き
た
い
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
埼
玉
県
熊
谷
市
・
深
谷
市
で
行
わ

れ
た
「
全
国
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
大
会
」
で
、
真
壁
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
（
女
子
）
が
、

滋
賀
県
と
佐
賀
県
の
代
表
チ
ー
ム
に

勝
っ
て
２
勝
し
、
あ
と
一
歩
で
決
勝

と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
勝
ち
進
み
ま
し
た
。

　
同
少
年
団
は
、
昨
年
度
県
内
で
開

催
さ
れ
た
主
要
４
大
会
（
新
人
戦
・

全
日
本
小
学
生
大
会
県
予
選
・
茨
城

新
聞
社
杯
・
全
国
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

大
会
県
予
選
）
の
す
べ
て
に
優
勝
。

８
月
に
東
京
で
行
わ
れ
た
全
国
大
会

で
は
、
念
願
の
１
勝
を
達
成
し
、
11

月
の
関
東
大
会
で
は
、
３
位
と
い
う

好
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

日
頃
の
練
習
に
よ
っ
て
、
県
内
の
強
豪
チ
ー

ム
に
成
長
し
た
真
壁
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
（
女
子
）
の
皆
さ
ん
。
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故 石
いし

井
い

甚
じん

一
いち

郎
ろう

旧雨引村長のご家族が

西方公園の土地を寄付
「
西
方
公
園
20
周
年
記
念
碑
」
除
幕
式
で
の
、

竹
山
理
さ
ん
・（
右
か
ら
３
人
目
）
竹
山
卓
さ

ん（
右
か
ら
２
人
目
）
と
西
方
地
区
の
皆
さ
ん
。

　
西
方
公
園
は
、
故 

石
井
甚
一
郎
旧

雨
引
村
長
の
宅
地
跡
を
、
ご
家
族
の

御
好
意
に
よ
り
平
成
元
年
か
ら
公
園

と
し
て
利
用
し
て
き
た
も
の
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
や

子
供
達
の
遊
び
場
と
し
て
地
域
に
親

し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
度
、
公

園
の
20
周
年
を
機
会
に
、
村
長
の
お

孫
さ
ん
に
あ
た
る
、
竹た

け

山や
ま

理
お
さ
む

さ
ん
・

卓
た
か
し

さ
ん
よ
り
公
園
の
土
地
を
地
域
に

寄
付
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
、

地
区
の
皆
さ
ん
が
記
念
碑
を
建
立
し

ま
し
た
。碑
に
は
村
長
が
残
し
た「
清

ら
か
な
精
神
で
生
き
よ
」
と
い
う
言

葉
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。


